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　　公益財団法人笹川スポーツ財団が行
われた「障害者専用・優先スポーツ施設に関

障 がい者スポーツの

振興について
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障がい者が専用または優先的に使えるス
ポーツ施設の現状を伺う。

する研究2018」によりますと、滋賀県では、「県立
障害者福祉センター」「甲賀市信楽体育館」「野洲
市なかよし交流館」の３施設がこの対象となって
おります。
　このうち、県立施設でございます障害者福祉セ
ンターにおきましては、障害者の健康や福祉の増
進を図ることを目的とした施設として、アリーナや
温水プール、トレーニング室などを備え、障害者ス
ポーツ指導者の資格を有するスタッフを１３名配
置しております。
　また、障害のある方は、施設を優先的に利用で
きるとともに施設使用料を無料としているところ
でございます。これにより、昨年度は、約６万６千
人の方が施設を活用して様々なスポーツを楽しん
でいただいているということでございます。
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　　平成29年度からスポーツ庁の事業採
択をうけまして、本県では三雲養護学校を
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「Specialプロジェクト2020」の本県での取
組状況について伺う。

拠点とする取組を実施しております。
　具体的には、地元の総合型地域スポーツクラブ
でございます「湖南市ちょいスポクラブ」が中心と
なり、学校、地域の福祉団体、県のスポーツ団体な
どで実行委員会を組織し、三雲養護学校の体育館
において、生徒はもとより、近隣の作業所等に通う
障害のある方を対象とする軽スポーツ教室を実施
しており、特別支援学校等を活用した地域におけ
る障害者スポーツの拠点づくりを目指していると
ころでございます。

　　県では、2024年に開催いたします全
国障害者スポーツ大会に向け、県障害者ス
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障がい者スポーツの指導者育成やスポーツ
ボランティア養成の取組状況を伺う。

ポーツ協会が実施いたします指導者講習会などを
通じて指導者の養成に努めております。
　12月末時点の県内の障害者スポーツ指導者の
登録者数は328名となっており、今後、更に、特別
支援学校や関係団体、総合型地域スポーツクラブ

等と連携、協働しながら指導者の確保・養成を進
めてまいります。
　また、同大会では、ボランティアが6,600人程度
必要と見込んでおり、現在、手話・要約筆記ボラン
ティアの確保に向け、手話サークル等への出前講
座を始めております。
　加えまして、ボランティア確保にあたりましては、
大学、企業等に協力を依頼するとともに、大会本
番で活躍いただけるよう、障害者スポーツや障害
配慮についての研修を行うこととしております。
　県では、これらの取組を通じて育った指導者や
ボランティアが、大会終了後も県内の障害者ス
ポーツを支える人材として活躍いただけるよう、
しっかりと取組を進めてまいりたいと存じます。

　　県立のスポーツ施設につきましては、
車いす利用者用の駐車スペースや観覧席、
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既存の社会体育施設を健常者と障がい者が
ともに楽しめる施設にしていくべきと考える
が、所見を伺う。

障害者対応トイレ、点字ブロック、エレベーターを
整備し、障害者がスポーツ施設を利用しやすい環
境づくりを進めているところです。
　施設・設備の整備に加え、指定管理者において
県障害者スポーツ協会作成の「障害者のスポーツ
施設利用促進ガイドブック」などを参考に施設の
状況を点検し、聴覚障害者用の筆談ボードや車い
す利用者用のカウンターの設置など、施設運営の
改善に努めているところでございます。
　また、市町のスポーツ施設に対しましても、県障

害者スポーツ協会作成のガイドブックを配付し、
施設運営の参考にしていただいているとともに、
全国障害者スポーツ大会の会場となる施設につ
きましては、障害者利用に向けた調査を行い、県の
補助制度の活用も促していくなど必要な対応を講
じることとしております。
　今後とも、障害の有無にかかわらずスポーツ施
設でスポーツを楽しんでいただけるよう積極的に
対応し、障害者がスポーツに取り組める環境づく
りにつなげてまいります。

県立障害福祉センター(草津市笠山）

野洲市なかよし交流館（野洲市）

甲賀市信楽体育館（甲賀市信楽町）

　　　 しく怖がる という言葉が今ほど大切な時ではないでしょうか。

新型コロナウイルス感染症により、私たちの暮らしや経済に与え

る影響は計り知れません。街に出ると、場所によっては普段に比

べて人通りがなく、雰囲気も何となく殺伐としている。世の中に

は自粛ムードが広がっています。非常事態が発生すると、周りを

けん制する自粛ムードに陥りがちな国民性を私はあまり好ましい

とは思いません。今こそ、国民一丸となりこの難局を乗り切りま

しょう。

令和2年3月　塚本しげき
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